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各
種
相
談
や
催
し
・
講
座
に
参
加
す
る
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保
、
手
指
消
毒
な
ど
の
感
染
防
止
に
ご
協
力
を
。

状
況
に
応
じ
中
止
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

条
件　

①
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
健
康
な
人　

　

②
調
査
活
動
に
熱
意
を
も
ち
、
責
任
を
持
っ

　

て
調
査
事
務
を
遂
行
で
き
る
人　

③
調
査
内

　

容
の
秘
密
を
保
持
で
き
る
人　

④
税
務
・
警

　

察
・
選
挙
に
直
接
関
係
な
い
人　

⑤
暴
力
団

　

員
そ
の
ほ
か
の
反
社
会
的
勢
力
に
該
当
し
な
い
人

申
込
み
・
問
合
せ　

庶
務
課　

内
線
２
３
６

幸

手

市

内

循

環

バ

ス

令
和
５
年
度
有
料
広
告
の
募
集

　　

市
内
全
域
を
周
回
す
る
市
内
循
環
バ
ス
を
、

広
告
媒
体
と
し
て
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

広
告
種
類

①
中
央
コ
ー
ス
運
行
車
両（
小
型
バ
ス
）

②
東
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
運
行
車
両（
ワ
ゴ
ン
）

③
西
Ａ
・
Ｂ
コ
ー
ス
運
行
車
両（
ワ
ゴ
ン
）

④
各
停
留
所

掲
示
期
間　

４
月
１
日
か
ら
令
和
６
年
３
月
31

　

日
ま
で
の
１
年
間

募
集
期
限　

３
月
15
日（
水
）必
着

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

市
民
協
働
課　

内
線
１
７
４

桜

の

開

花

時

期

の

市

内

循

環

バ

ス

の

運

行

な

ど

　

桜
の
開
花
時
期
は
交
通
渋
滞
が
予
想
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
市
内
循
環
バ
ス
は
３
月
下
旬
か
ら

４
月
初
旬
に
か
け
て
、
一
部
停
留
所
の
休
止
や

迂
回
運
行
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
桜
の
開
花
時
期
は
す
べ
て
の
路
線
で
、

交
通
渋
滞
に
よ
り
運
行
に
遅
れ
が
生
じ
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

み
ず
ほ
銀
行
窓
口
で
の
納
付
の
取
り
扱
い

　

幸
手
市
に
納
め
る
市
税
、
上
下
水
道
料
金
な

ど
は
、
４
月
１
日
か
ら
、
み
ず
ほ
銀
行
本
・
支

店
の
窓
口
で
は
、
納
付
書
に
よ
る
納
付
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
口
座
振
替
に
よ
る
市
税
な
ど
の
納
付

は
、
今
ま
で
ど
お
り
継
続
さ
れ
ま
す
。

問
合
せ　

会
計
課　

内
線
１
１
３

　
　
　
　

水
道
管
理
課
☎（
48
）０
０
５
０

会

計

年

度

任

用

職

員

募

集

募
集
条
件　

保
育
士
、
幼
稚
園
教
諭
、
教
員
免

　

許
を
有
す
る
人

募
集
人
員　

２
人

勤
務
場
所　

児
童
館（
幸
手
１
９
５
８
‐
１
）

勤
務
日　

火
曜
日
～
日
曜
日
の
開
館
日
の
う
ち

　

週
２
日
～
４
日
間（
休
憩
時
間
60
分
）

問
合
せ　

児
童
館
☎（
43
）５
５
２
１

統

計

調

査

協

力

員

募

集

　

国
や
県
の
委
託
を
受
け
て
市
が
行
う
国
勢
調

査
な
ど
の
統
計
調
査
を
実
施
す
る
際
、
調
査
を

依
頼
す
る
統
計
調
査
協
力
員（
事
前
登
録
者
）を

募
集
し
ま
す
。

※
登
録
者
全
員
に
調
査
を
お
願
い
で
き
る
わ
け

　

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

　

４
月
以
降
も
必
要
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い

て
は
自
己
負
担
な
く
接
種
で
き
る
と
の
方
針
が

示
さ
れ
ま
し
た
が
、
対
象
者
や
接
種
時
期
、
使

用
ワ
ク
チ
ン
な
ど
に
つ
い
て
は
国
で
議
論
が
重

ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
月
以
降
の
接
種
内
容
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、

広
報
さ
っ
て
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
ご
案

内
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
時
点
で
は
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
応

ワ
ク
チ
ン
を
一
度
も
受
け
て
い
な
い
人
の
接
種

は
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
。
３
月
中
の
接
種
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

※
２
月
14
日
時
点
の
情
報
で
す
。

※
接
種
券
が
お
手
元
に
な
い
場
合
は
、
コ
ー
ル

　

セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
☎
０
５
７
０（
０
０

　

８
）８
８
９

幸
手
駅
東
口
に
公
衆
ト
イ
レ
開
設

　

幸
手
駅
利
用
者
な
ど
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ

る
た
め
、
駅
東
口
に

公
衆
ト
イ
レ（
温
水

洗
浄
便
器
、
温
水
対

応
自
動
水
栓
付
き
洗

面
器
）を
３
月
中
旬

に
開
設
し
ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
事
業
課
☎（
44
）３
３
６
６

消
費
税
の
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に
つ
い
て

　

幸
手
市
公
共
下
水
道
事
業
は
適
格
請
求
書
発

行
事
業
者
の
登
録
を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

登
録
番
号　

T
７
８
０
０
０
２
０
０
０
３
７
１
３

問
合
せ　

下
水
道
課
☎（
47
）３
３
４
０

自

衛

官

募

集

▼
幹
部
候
補
生（
一
般
）

受
付　

４
月
14
日（
金
）必
着

応
募
資
格

◯
大
卒
程
度
試
験
／
26
歳
未
満
の
大
卒
者（
見
込

　

み
含
む
）、
修
士
課
程
修
了
者
な
ど（
見
込
み

　

含
む
）は
28
歳
未
満

◯
院
卒
者
試
験
／
28
歳
未
満
の
修
士
課
程
修
了

　

者
な
ど（
見
込
み
含
む
）

試
験
日　

１
次
試
験
／
４
月
22
日（
土
）・
23
日

　
（
日
）　

▼
幹
部
候
補
生（
歯
科
・
薬
剤
科
）

受
付　

４
月
14
日（
金
）必
着

応
募
資
格

◯
専
門
の
大
卒（
見
込
み
含
む
）
／
歯
科
は
30
歳

　

未
満
の
者
、
薬
剤
科
は
28
歳
未
満
の
者

試
験
日　

１
次
試
験
／
４
月
22
日（
土
）

▼
一
般
曹
候
補
生

受
付　

５
月
９
日（
火
）必
着

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

試
験
日　

１
次
試
験
／
５
月
19
日（
金
）か
ら
28

　

日（
日
）ま
で
の
指
定
さ
れ
た
日

▼
自
衛
官
候
補
生

受
付　

年
間
を
通
じ
て
受
付
中

応
募
資
格　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

自
衛
隊
埼
玉
地
方
協
力
本
部
さ
い
た

　

ま
地
域
事
務
所
☎
０
４
８（
６
５
１
）２
４
２
０

春

の

全

国

火

災

予

防

運

動

　

毎
年
、
３
月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
の
１
週
間

は「
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」の
期
間
で
す
。

　

日
差
し
も
暖
か
く
な
る
こ
の
時
期
は
、
空
気

が
乾
燥
し
強
い
南
風
が
吹
き
や
す
い
た
め
、
火

災
が
発
生
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
火
の
取

り
扱
い
や
後
始
末
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

幸
手
消
防
署
☎（
42
）９
１
１
９

あ

た

ま

の

健

康

チ

ェ

ッ

ク

日
時　

３
月
24
日（
金
）午
前
９
時
45
分
開
始

場
所　

ウ
ェ
ル
ス
幸
手

内
容　

認
知
症
予
防
の
ア
ド
バ
イ
ス
お
よ
び
相

　

談
、
記
憶
力
チ
ェ
ッ
ク

対
象　

市
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

定
員　

12
人（
申
込
み
順
）

申
込
み　

電
話
ま
た
は
窓
口

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
☎（
42
）８
４
３
８

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
協
働
課　

内
線
１
７
２

公

衆

無

線

Ｌ

Ａ

Ｎ

　

市
で
は
、
申
請
窓
口
で
の
待
ち
時
間
や
施
設
利

用
時
な
ど
に
無
料
で
利
用
で
き
るSatte-Free-

Wi-Fi

接
続
サ
ー
ビ
ス
を
３
月
１
日
か
ら
順
次
開

始
し
ま
す
。
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

利
用
可
能
施
設　

幸
手
市
役
所
本
庁
舎
、
第
２

　

庁
舎
、
ウ
ェ
ル
ス
幸
手
、

　

各
公
民
館
、
ア
ス
カ
ル
幸
手

問
合
せ　

政
策
課　

内
線
６
８
３

令

和

５

年

度

福

祉

タ
ク
シ
ー
利
用
券
交
付
申
請

受
付　

３
月
27
日（
月
）か
ら
社
会
福
祉
課
窓
口

対
象　

市
内
に
住
所
を
有
し
、
在
宅
で
つ
ぎ
の

　

い
ず
れ
か
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
、２
級
お
よ
び
３
級（
下

　

肢
障
害
の
あ
る
人
）

②
療
育
手
帳　

Ａ
、
Ａ
、
Ｂ

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
、２
級

持
ち
物　

障
害
者
手
帳

※
重
度
心
身
障
害
者
自
動
車
等
燃
料
費
助
成
と

　

の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
令
和
４
年
度
分
の
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券
は
、

　

令
和
５
年
４
月
１
日（
土
）以
降
ご
利
用
で
き

　

な
く
な
り
ま
す
。

※
令
和
５
年
度
か
ら
、
乗
車
料
金
が
初
乗
運
賃

　

相
当
額
の
２
倍
以
上
の
額
の
場
合
、
タ
ク
シ
ー

　

利
用
券
を
１
回
に
つ
き
２
枚
ま
で
利
用
で
き

　

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

社
会
福
祉
課
☎（
42
）８
４
３
５
・


　
（
43
）５
６
０
０

自
動
車
税
の
納
税
に
つ
い
て

　

自
動
車
税
事
務
所
の
４
支
所（
大
宮
、
熊
谷
、

所
沢
、
春
日
部
）の
窓
口
に
お
け
る
現
金
収
納
は
、

３
月
末
で
終
了
し
ま
す
。
４
月
か
ら
は
、
ス
マ

ホ
決
済
ア
プ
リ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の
納
税
に
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

県
総
務
部
税
務
課
☎
０
４
８（
８
３

　

０
）７
６
０
６

市 長 コラ ム

「 秩父事件
　～ロシアのウクライナ侵略 」
　明治の 1880 年代、東日本を中心に自由民権

の炎が燃え広がり、福島・高田・加
か ば

波山・飯田

事件等、自由党急進派による激化事件が多発し

ました。秩父事件もその 1つ。1884 年（明治 17

年）、悪徳の金貸しや政府の失政を批判し、貧

民の救済を訴えて起こした、日本近代史上最大

の農民蜂起です。その秩父事件が映画化（タイ

トル「草の乱」）され、2005 年に地元で上映会を

開催しました。（収益金は社会福祉協議会へ寄

付）

　時は移り、全く別のものではありますが、ロ

シアのウクライナ侵略は、今年に入っても、未

だ終息の見通しもつかず、むしろ一層激化の様

相すら呈しています。そして、この悪影響は世

界中に拡大し、エネルギーの高騰・食料危機に

止まらず、深刻・悲惨極まりない事態を惹起し

ています。今年 5月に広島で、先進国 7ヵ国首

脳会議（Ｇ 7サミット）が開催されますが、改め

て世界の永久不変（恒久平和）を切に願わずに

いられません。

幸手市長　木村純夫

シ テ ィ プ ロ モ ー シ ョ ン サ イ ト

リ ニ ュ ー ア ル

問合せ　秘書課　内線 224

　市内在住の人、団体、法人など、幸手に関することならどな

たでも投稿できる掲示板です。イベントの告知、会員募集、市

内で撮影した写真投稿などの情報発信にご活用ください。

詳細はこちらから


